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各
地
区
で
町
民
体
育
祭
を
開
催

　

坂
瀬
川（
旧
坂
瀬
川
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
）と
都

呂
（々
都
呂
々
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）は
９
月
27

日
、
志
岐（
志
岐
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）と
富
岡

（
富
岡
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）は
10
月
４
日
に
快
晴

の
秋
空
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
呂
々
と
富
岡
は
正
午
頃
ま
で
、
坂
瀬
川

と
志
岐
は
午
後
３
時
前
ま
で
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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公表します！
　平成26年度苓北町一般会計・特別会計
　歳入歳出決算

自主防災組織
　浜区防災会が熊本県知事表彰を受賞！

いきいき長寿

おめでとうございます

自分らしくいきいきと輝く―

田
尻　

光
俊
さ
ん
（
苓
北
町
坂
瀬
川
）

 

大
正
４（
１
９
１
５
）年
11
月
８
日
生
ま
れ

平
成
27
年
度「
熊
本
県
ご
長
寿
か
が
や
き
よ
か
ラ
イ
フ
表
彰
」受
賞

た
じ
り

み
つ
と
し

広報れ
い
ほ
く

10
月
号

（
平
成
27年

）

■
 発
　
行
／
苓
北
町
役
場
　
〒
863-2503 熊

本
県
天
草
郡
苓
北
町
志
岐
660番

地
　
 ☎
0969-35-1111 　

 0969-35-2454 
　
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  http://reihoku-kum

am
oto.jp/

■
 発
行
日
／
平
成
27年

10月
21日

　
■
 編
集
／
総
務
課
　
■
 印
刷
／
㈱
印
刷
セ
ン
タ
ー

町
の
動
き
（
平
成
27年

9月
末
日
現
在
）

世
帯
数
 3,229戸（

＋
５
）

　
　
女
 4,136人（

－
５
）
男
 3,623人（

＋
２
）

計
 7,759人（

－
３
）

携帯でホームページが見られます。

区分

競技時間

競 技 数

得 点 制

出場単位

共通種目

坂瀬川

午前・午後

27

なし

行政区

志　岐

午前・午後

21

あり

行政区

富　岡

午前

20

あり

行政区
（一部合同）

都呂々

午前

19

あり

合同
（４区に分けて）

百足競走、つな引き、リレー、グラウンドゴルフリレーなど
※競技時間や競技数は変わる場合があります。

各地区の町民体育祭を比べてみました

百足競走で疾走する馬場区（＝志岐地区、１０月４日） つな引き、全体重をかけて（＝坂瀬川地区、９月２７日）

告知端末の電源は入れておきましょう！告知端末が聞こえないときは連絡を。総務課☎３５－１１１１

編
集
後
記

　

10
月
６
日
、
富
岡
三
丁
目
の
と
き
お
の

店（
坂
井
時
雄
さ
ん
）を
お
じ
ゃ
ま
し
、
満

開
に
咲
い
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
の

写
真
を
撮
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

由
来
は
文
字
ど
お
り
、
花
の
形
が
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
。
ノ
ウ

ゼ
ン
カ
ズ
ラ
と
も
言
う
そ
う
で
す
。

　

夏
か
ら
秋
に
花
を
つ
け
、
毎
年
こ
の
時

期
が
見
頃
と
の
こ
と
。

　

時
が
き
た
な
ら
ば
、
あ
た
り
ま
え
の
よ

う
に
咲
き
、
だ
ま
っ
て
散
っ
て
い
く
花
。

真
似
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
ん

な
生
き
方
に
憧
れ
ま
す
。　
　
（
溝
上
基
）
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地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
で
は
、
会
計
管

理
者
は
毎
年
度
、
出
納
閉
鎖
後
３
カ
月
以
内

に
決
算
を
調
製
し
町
長
に
提
出
。
町
長
は
提

出
さ
れ
た
決
算
書
類
を
監
査
委
員
の
審
査
に

付
し
て
、
同
委
員
の
意
見
を
つ
け
て
議
会
に

提
出
し
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

９
月
４
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

た
第
５
回
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
26

年
度
苓
北
町
一
般
会
計
の
ほ
か
、
10
の
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
号
で
は
、
認
定
さ
れ
た
決
算
の
内
容
を

公
表
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
主
要
施
策
と
成
果

　

各
課
の
主
な
施
策
と
そ
の
成
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
一
般
会
計
）

総
務
課

　

地
域
が
輝
く
行
政
区
活
動
補
助
（
１
，９

０
８
万
円
）。
広
報
れ
い
ほ
く
を
発
行
（
町

内
３
，０
２
４
部
、
町
外
５
５
９
部
）。
耐
用

年
数
経
過
に
よ
る
役
場
庁
舎
の
空
調
設
備
改

修
（
６
，３
７
３
万
円
）。
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
加
入
促
進
（
８
４
７
戸
）。
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
10
局
）。
自
主
防
災

会
の
推
進
（
４
会
が
新
た
に
結
成
）。

税
務
住
民
課

　

国
民
年
金
加
入
者
は
１
，２
５
６
人
（
前

年
比
△
91
人
）。
窓
口
取
り
扱
い
件
数
は
１

２
，３
８
６
件
（
前
年
比
△
３
６
７
件
）。
火

葬
処
理
件
数
は
１
５
０
件
。

企
画
政
策
課

　

地
方
バ
ス
運
行
補
助
（
１
，７
７
６
万

円
）。
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
機
材
維
持
補
助

（
２
３
０
万
円
）。
21
年
度
か
ら
行
っ
て
い

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
10
件
を
補
助

（
76
万
円
）。
長
崎
天
草
航
路
事
業
補
助

（
２
，４
６
０
万
円
）。
４
年
に
一
度
の
「
産

業
文
化
祭
」
を
開
催
。
地
域
間
交
流
補
助

（
56
万
円
）。

福
祉
保
健
課

　

結
婚
祝
い
金
の
支
給
（
19
件
、
１
９
０
万

円
）。
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成

（
２
，１
２
３
万
円
）。
自
立
支
援
給
付
事
業

（
１
億
５
，９
９
４
万
円
）。
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
補
助
（
２
８
３
万
円
）。
老
人
福
祉
施
設

な
ど
へ
の
入
所
措
置
費
（
29
人
、
７
，３
０

０
万
円
）。

　

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
（
２
，
０
０
９

万
円
）。
誕
生
祝
い
金
（
１
６
１
万
円
）。
健

康
相
談
（
５
回
、
６
８
４
人
）。
集
団
健
康

教
育
（
52
回
、
２
，０
２
１
人
）。
40
歳
以
上

を
対
象
に
各
種
健（
検
）診
を
実
施
。

水
道
環
境
課

　

環
境
保
全
。
害
虫
駆
除
の
た
め
の
殺
虫
剤

を
配
布
。
水
質
検
査
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調

査
公
表
。
ご
み
処
理
量
は
合
計
１
，９
１
３

㌧
（
前
年
比
△
1
.
5
％
）。

農
林
水
産
課

　

農
業
振
興
補
助
（
３
２
６
万
円
）。
レ
タ

ス
被
害
防
除
施
設
補
助
（
１
１
４
万
円
）。

青
年
就
農
給
付
事
業
（
７
人
、
１
，３
５
０

万
円
）。
優
良
家
畜
導
入
事
業
補
助
（
１
７

２
万
円
）。
農
地
等
災
害
復
旧
補
助
（
20

件
、
１
９
０
万
円
）。
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作

物
を
守
る
電
気
柵
な
ど
の
防
護
施
設
設
置
補

助
（
65
件
、
１
７
８
万
円
）。
イ
ノ
シ
シ
４

９
４
頭
を
捕
獲
、
駆
除
奨
励
金
（
３
９
５
万

円
）。
26
年
度
分
志
岐
漁
港
臨
港
道
路
整
備

（
１
億
２
，０
９
０
万
円
）。

商
工
観
光
課

　

商
工
会
へ
の
補
助
（
９
６
０
万
円
）。
陶

磁
器
の
Ｐ
Ｒ
（
春
秋
の
べ
２
８
，２
９
５

人
）。
じ
ゃ
っ
と
祭
を
実
施
（
約
９
，５
０
０

人
）。
吟
詠
「
泊
天
草
洋
」
全
国
大
会
（
１

２
３
人
）。
天
竺
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
（
約
６
０

０
人
）。
ア
ダ
ム
荒
川
記
念
広
場
整
備
（
２
，

８
６
４
万
円
）。
温
泉
セ
ン
タ
ー
利
用
者

（
７
５
，１
２
７
人
）。
富
岡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
利
用
者
（
３
０
，３
６
０
人
）。

土
木
管
理
課

　

拠
点
避
難
地
ほ
か
用
地
購
入
費
（
６
，５

６
５
㎡
、
２
，４
８
６
万
円
）。
上
津
深
江
漁

港
改
修
（
１
億
２
，４
８
３
万
円
）
道
路
改

良
（
６
，３
０
０
万
円
）。
橋
梁
補
修
（
１
，

０
８
０
万
円
）。
町
営
住
宅
改
修
（
１
，２
３

１
万
円
）。

教
育
委
員
会

　

町
内
３
中
学
校
の
統
合
、
各
中
学
校
で
閉

校
式
典
を
開
催
し
た
。
跡
地
利
用
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
活
用
方
策
の
提
言
を
受
け

た
。

　

奨
学
資
金
貸
し
付
け
（
25
人
、
７
４
６
万

円
）。
苓
北
町
体
育
セ
ン
タ
ー
耐
震
化
（
６
，

７
８
０
万
円
）。
富
岡
城
跡
関
連
整
備
（
二

の
丸
長
屋
・
角
櫓
整
備
、
出
丸
整
備
、
百
間

土
手
整
備
、
大
手
門
西
側
整
備
、
総
額
５
億

３
，５
９
５
万
円
）。
第
69
回
県
民
体
育
祭
へ

出
場
（
11
競
技
、
１
４
９
人
）。

歳
入
総
額　

61
億
８
，４
６
５
万
円

歳
出
総
額　

60
億
１
，３
４
４
万
円

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳

入
が
前
年
度
と
比
較
し
て
△
14
・
3
％
、

10
億
３
，０
２
７
万
円
の
減
で
総
額
61
億

８
，４
６
５
万
円
。
歳
出
が
△
14・3
％
、

10
億
92
万
４
千
円
の
減
で
総
額
60
億
１
，

３
４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い

た
形
式
収
支
が
１
億
７
，１
２
０
万
円
。

こ
の
額
か
ら
繰
越
明
許
費
の
た
め
に
翌
年

度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
４
，６
６
６
万

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
１
億
２
，

４
５
５
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
質
収
支
（
歳
計
剰
余
金
）
の
処
分
に

つ
い
て
は
、
地
方
財
政
法
第
７
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
６
，４
０
０
万
円
を
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
、
残
額
の
６
，０
５

５
万
円
を
平
成
27
年
度
へ
の
繰
越
金
と
し

ま
し
た
。
実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質

収
支
を
際
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
１
，

２
３
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
基
金
積
立
金
を
加
え
た
額
か
ら
、

基
金
と
り
く
ず
し
額
１
億
円
を
引
い
た
実

質
単
年
度
収
支
は
８
，７
４
０
万
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＝
用
語
説
明
＝

決
算

　

一
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
実

績
を
決
算
と
い
い
ま
す
。
地
方
公
共
団
体
の

決
算
は
、
会
計
年
度
終
了
後
に
お
い
て
作
成

さ
れ
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
後
、
議

会
の
認
定
を
経
る
こ
と
で
確
定
し
ま
す
。

一
般
会
計

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
と
な
る
会

計
で
、
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
全
般
を

計
上
す
る
会
計
で
す
。
特
定
の
目
的
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
特
別
会
計
を
設
置

し
、
経
理
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

形
式
収
支

　

決
算
に
お
い
て
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総

額
を
単
純
に
差
し
引
い
た
額
を
形
式
収
支
と

い
い
ま
す
。

繰
越
明
許
費

　

歳
出
予
算
の
う
ち
、
年
度
内
に
支
出
の
終

わ
ら
な
い
見
込
み
の
も
の
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
議
会
の
議
決
を
経
て
、
翌
年
度
に
繰

り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

実
質
収
支

　

決
算
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
差
引
額
（
形

式
収
支
）
か
ら
、
繰
越
事
業
に
伴
っ
て
繰
り

越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
決
算
額
を
い
い

ま
す
。

歳
計
剰
余
金

　

決
算
に
お
い
て
、
収
入
済
額
が
支
出
済
額

を
上
回
っ
た
場
合
の
差
額
を
歳
計
剰
余
金
と

い
い
ま
す
。
こ
の
剰
余
金
に
は
翌
年
度
の
繰

越
事
業
へ
充
て
る
べ
き
額
が
含
ま
れ
る
た
め
、

そ
の
額
を
除
い
た
部
分
が
純
剰
余
金
に
な
り

ま
す
。
地
方
財
政
法
で
は
、
純
剰
余
金
の
２

分
の
１
を
下
ら
な
い
額
を
基
金
に
積
み
立
て

る
か
、
地
方
債
の
繰
上
償
還
の
財
源
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金

　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
、
歳
計
剰
余
金

な
ど
を
原
資
に
設
置
し
て
い
る
基
金
で
、
経

済
事
情
の
変
動
な
ど
で
財
源
が
不
足
す
る
場

合
や
、
大
規
模
な
建
設
事
業
、
災
害
な
ど
の

財
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

単
年
度
収
支

　

実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を
差

引
い
た
額
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
実
質
収

支
中
に
は
前
年
度
以
前
か
ら
の
収
支
残
が
累

積
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
控
除
し
、
当

該
年
度
だ
け
の
収
支
を
算
出
し
ま
す
。

基
金
（
積
立
金
）

　

年
度
間
の
財
産
の
不
均
衡
の
調
整
や
特
定

の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
資
金
ま
た
は

財
産
を
い
い
ま
す
。

実
質
単
年
度
収
支

　

単
年
度
収
支
に
は
、
基
金
へ
の
積
立
金
や

取
崩
し
に
よ
る
繰
入
金
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
特
別
な
要
素
を
取
り
除

い
た
収
支
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

広報れいほく ２０１５ 10月号広報れいほく ２０１５ 10月号

財 政
H26年度決算を公表

公表します！
平成26年度苓北町一般会計・特別会計

  歳入歳出決算

決
算
の
概
要

決算の概要

［決算の収支状況］ （単位：千円・％）

　　　　　　　区　　　　分
歳入総額
歳出総額
形式収支
翌年度繰越財源
実質収支
単年度収支
積立金
繰上償還金
積立金取崩
実質単年度収支

Ａ
Ｂ

Ｃ＝Ａ－Ｂ
Ｄ

Ｅ＝Ｃ－Ｄ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ

Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＋Ｉ

平成26年度 
6,184,651
6,013,441
171,210
46,659
124,551
12,389
210
0

100,000
△87,401

平成25年度
7,214,921
7,014,365
200,556
88,394
112,162
14,337
23,860

0
50,000
△11,803

差　引 　
△1,030,270
△1,000,924
△29,346
△41,735
12,389
△1,948
△23,650

0
50,000
△75,598

伸び率
△14.3
△14.3
△14.6
△47.2
11.0
△13.6
△99.1

－
100.0
640.5
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経
済
対
策
関
連
事
業
分
が
減
、
前
年
比
10
億

３
，０
２
７
万
円
の
歳
入
減

　

平
成
26
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
61
億
８
，

４
６
５
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
10
億
３
，

０
２
７
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産

分
）
の
減
な
ど
に
よ
り
町
税
が
前
年
比
4
・

2
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
繰
入
金
の
大
幅
な

増
は
、
25
年
度
に
創
設
し
た
苓
北
町
地
域
の

元
気
基
金
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
も
の
で
、
全

体
で
8・8
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
は
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
町
債
と
も
25
年
度
に
実
施
し
た
経
済
対

策
関
連
事
業
の
減
に
よ
る
も
の
で
、
全
体
で

前
年
比
24・5
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

＝
歳
入
用
語
説
明
＝

町
税　

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
や
法
人
町
民
税
な

ど
。

使
用
料
及
び
手
数
料　

公
共
施
設
の
使
用
料
や
住
民
票
の
交
付

手
数
料
な
ど
。

財
産
収
入　

基
金
の
利
子
や
財
産
売
り
払
い
収
入
な

ど
。

繰
入
金　各

種
基
金
な
ど
か
ら
一
般
会
計
へ
繰
り

入
れ
た
お
金
。

諸
収
入　預

金
利
子
や
町
が
融
資
し
た
貸
付
金
の

返
済
金
な
ど
。

地
方
交
付
税　

国
が
地
方
に
代
わ
っ
て
徴
収
し
た
所
得

税
、
法
人
税
な
ど
の
一
部
を
地
方（
町
）

の
財
政
規
模
に
応
じ
て
再
配
分
し
交
付

さ
れ
た
お
金
。

国
庫
支
出
金　

事
業
を
行
う
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ

た
お
金
。

県
支
出
金　

事
業
を
行
う
た
め
に
県
か
ら
交
付
さ
れ

た
お
金
。

そ
の
他　繰

越
金
や
分
担
金
負
担
金
な
ど
（
自
主

財
源
）。
地
方
譲
与
税
や
各
種
交
付
金

な
ど
（
依
存
財
源
）。

普
通
建
設
事
業
費
、
積
立
金
が
減
り
前
年
比

10
億
92
万
円
の
歳
出
減

　　

平
成
26
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
60
億
１
，

３
４
４
万
１
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
10
億

９
２
万
４
千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
性
質
別
分
類
は
、
法
令
上
ま
た
は

そ
の
性
質
上
支
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

義
務
的
経
費
、
道
路
や
学
校
建
設
な
ど
に
要

す
る
投
資
的
経
費
、
物
件
費
や
補
助
費
な
ど

の
そ
の
他
の
経
費
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

歳
出
の
目
的
別
分
類
は
、
行
政
活
動
の
ど

の
分
野
に
ど
れ
だ
け
の
経
費
が
使
わ
れ
て
い

る
か
を
み
る
も
の
で
す
。

　

25
年
度
に
、
笹
尾
浄
水
場
更
新
や
都
呂
々

港
改
修
が
終
わ
り
、
繰
出
金
や
普
通
建
設
事

業
費
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

積
立
金
の
大
幅
減
は
、
歳
入
で
も
述
べ
た

と
お
り
、
苓
北
町
地
域
の
元
気
基
金
積
立
金

減
に
よ
る
も
の
で
す
。

広報れいほく ２０１５ 10月号広報れいほく ２０１５ 10月号

歳
入

歳
出

構成比（％）
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

約24億円

39.0％

約38億円

61.0％

自
主
財
源

依
存
財
源

歳入総額 61億8,465万円歳出総額 60億1,344万円
［歳入決算額］ （単位：千円・％）

区　　　　分

町　　　　　　税

使用料及び手数料

財　産　収　入

繰　　入　　金

諸　　収　　入

そ　　の　　他

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県　支　出　金

町　　　　　　債

そ　　の　　他

合　　　　計

26年度　

1,676,791

49,319

34,328

401,203

39,037

212,443

1,262,625

854,583

411,580

1,071,413

171,329

6,184,651

25年度  

1,750,616

49,031

33,596

132,476

56,965

196,115

1,188,106

1,748,145

591,732

1,309,979

158,160

7,214,921

伸 率 

△4.2

14.2

2.2

202.8

△31.5

8.3

6.3

△51.1

△30.4

△18.2

8.3

△14.3

構成比

27.1

0.8

0.6

6.5

0.6

3.4

20.4

13.8

6.7

17.3

2.8

100.0

自　

主　

財　

源

依　

存　

財　

源

グラフ#1　性質別構成比（％） グラフ#2　目的別構成比（％） 目的別決算額（千円）
0 5 10 15 20 25 30

20.0

40.0 82,317
739,618
1,390,888
368,998

0
433,547
161,780
605,604
352,561
1,126,999
133,522
617,607
6,013,441

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
合計 

1.4％
12.3％
23.1％
6.1％
0％
7.2％
2.7％
10.1％
5.9％
18.7％
2.2％
10.3％

60.0

80.0

100.0

約23億円

38.7％

約17億円

29.4％

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

約19億円

31.9％

そ
の
他
の
経
費

［性質別歳出決算額］ （単位：千円・％）

区　　　　分

人　　件　　費

扶　　助　　費

公　　債　　費

普通建設事業費

災害復旧事業費

物　　件　　費

補 助 費 な ど

積　　立　　金

繰　　出　　金

そ　　の　　他

合　　　　計

26年度　

855,790

852,158

617,607

1,631,622

133,522

518,865

526,397

2,335

782,970

92,175

6,013,441

25年度  

816,012

781,636

611,868

2,203,482

17,155

525,519

665,830

299,957

1,005,962

86,944

7,014,365

伸 率 

4.9

9.0

0.9

△26.0

678.3

△1.3

△20.9

△99.2

△22.2

6.0

△14.3

構成比

14.2

14.2

10.3

27.2

2.2

8.6

8.7

0.0

13.0

1.6

100.0

義
務
的
経
費

投
資
的

経　

費

そ
の
他
の
経
費

平成26年度苓北町一般会計 歳入歳出決算

決
算
額
に
つ
い
て
は
総
務
省

に
よ
る
地
方
財
政
状
況
調
査

（
決
算
統
計
）に
準
じ
て
分
類

し
た
も
の
で
す
。
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特
別
会
計

　

特
定
の
目
的
の
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
経
理

す
る
た
め
の
会
計
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業

や
介
護
保
険
事
業
な
ど
法
律
に
よ
っ
て
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
条
例
に

よ
っ
て
任
意
に
設
置
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

左
の
表
の
と
お
り
、
９
月
議
会
に
お
い
て

10
の
特
別
会
計
の
決
算
も
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

資
金
不
足
比
率
、
該
当
な
し

資
金
不
足
比
率

 

水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
特
定

排
水
、
宅
地
造
成
の
各
企
業
会
計
に
つ
い

て
、
資
金
不
足
の
大
き
さ
を
、
料
金
収
入
の

割
合
で
表
し
た
も
の
で
す
。

 

経
営
健
全
基
準
は
20
％
で
す
が
、
全
特
別

会
計
と
も
実
質
収
支
は
黒
字
で
あ
り
資
金
不

足
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

苓
北
町
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る

法
律
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
①
実
質
赤
字

比
率
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
③
実
質
公
債
費

比
率
④
将
来
負
担
比
率
を
９
月
議
会
に
報
告

し
ま
し
た
。
左
表
の
と
お
り
で
す
。

政
用
語
を
解
説
し
な
が
ら
苓
北
町
の
状

況
を
み
て
み
ま
す

財
政
力
指
数

 

普
通
交
付
税
の
算
定
に
用
い
る
基
準
財
政

収
入
額
を
、
基
準
財
政
需
要
額
で
除
し
た
数

値
の
過
去
３
カ
年
の
平
均
値
を
い
い
、
各
地

方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
指
数
で
す
。

こ
の
指
数
は
１
に
近
く
、
あ
る
い
は
１
を
超

え
る
ほ
ど
財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
団
体
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率

　

毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
経
常
一
般

財
源
に
対
す
る
、
毎
年
度
経
常
的
に
支
出
さ

れ
る
経
常
経
費
の
割
合
を
い
い
ま
す
。
比
率

が
低
い
ほ
ど
財
政
構
造
に
弾
力
性
が
あ
る
こ

と
を
示
し
ま
す
。

実
質
収
支
比
率

　

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
実
質
収
支
額
の

割
合
を
い
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
公
債
費
お
よ

び
公
債
費
に
準
じ
る
経
費
の
大
き
さ
を
示
す

指
標
で
、
通
常
３
カ
年
の
平
均
値
を
使
用
し

ま
す
。

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
と
全
て
の
特
別
会
計
の
赤
字
の

大
き
さ
を
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

で
表
し
た
も
の
で
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
の
赤
字
の
大
き
さ
を
、
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
で
表
し
た
も
の
で
す
。

将
来
負
担
比
率

　

将
来
的
に
負
担
す
る
可
能
性
の
あ
る
借
金

の
総
額
を
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

で
表
し
た
も
の
で
す
。

臨
時
財
政
対
策
債

　

国
か
ら
地
方
に
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税

総
額
が
不
足
す
る
場
合
、
そ
の
不
足
額
の
一

部
を
地
方
公
共
団
体
が
借
り
入
れ
る
特
例
地

方
債
で
す
。
地
方
交
付
税
の
代
替
財
源
と
な

る
た
め
、
使
途
は
特
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

標
準
財
政
規
模

　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
一
般
財
源
の
標

準
的
な
規
模
を
示
す
も
の
で
、
次
の
算
式
に

よ
っ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。
標
準
税
収
入
額
な

ど
＋
普
通
交
付
税
＋
臨
時
財
政
対
策
債
。

　

財
政
の
計
画
性
を
確
保
す
る
に
は
、
実
質

収
支
額
が
黒
字
で
、
そ
の
額
は
標
準
財
政
規

模
の
３
〜
５
％
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
ま
す
。

町
債
残
高（
借
金
）と
積
立
金
残
高（
貯
金
）

　　

緊
急
防
災
減
災
対
策
や
国
の
経
済
対
策

は
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
（
補
助
金
や
有
利

な
起
債
、
交
付
税
措
置
）
を
も
と
に
、
将
来

に
わ
た
っ
て
町
民
の
生
活
に
必
要
な
事
業

を
、
計
画
を
前
倒
し
な
ど
し
て
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

町
政
（
財
政
）
運
営
を
長
い
目
で
み
る

と
、
最
小
限
の
負
担
で
、
最
大
限
の
効
果
を

得
る
た
め
に
行
っ
た
事
業
と
い
え
ま
す
。
町

債
残
高
の
56
・
6
％
は
有
利
な
起
債
の
活
用

で
国
か
ら
交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
（
右
表
）。

　

健
全
な
財
政
運
営
は
も
と
よ
り
、
最
大
限

の
効
果
を
得
ら
れ
る
施
策
を
今
後
も
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
町
の
財
政
状
況
な
ど
不
明

な
点
は
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
財
政
担
当
課　

企
画
政
策
課

広報れいほく ２０１５ 10月号広報れいほく ２０１５ 10月号

町債残高と積立金残高 特別会計・財政健全化

一般会計のほか、10の特別会計を認定
財政健全化判断比率は全て基準をクリア

［特別会計決算］ （端数切り捨て）

（単位：千円・％）

［健全化判断比率（財政４指標）］［一般会計］

特別会計の名称 歳　　入 うち一般会計
からの繰入金 歳　　出

水　　　　　道 2億
8,439万円

3億
5,258万円

11億
3,134万円

1,572万円

4,261万円

2,186万円

4,770万円

8億
9,476万円

1億
1,029万円

473万円

29億
　598万円

8,929万円

2億
2,820万円

9,354万円

0万円

0万円

1,507万円

2,706万円

1億
3,338万円

3,978万円

0万円

6億
2,632万円

2億
7,218万円

3億
5,095万円

11億
1,170万円

4万円

55万円

2,150万円

4,745万円

8億
6,842万円

1億
904万円

325万円

27億
8,508万円

下　　水　　道

国民健康保険

坂瀬川財産区

都呂々財産区

農業集落排水

特定地域生活
排水処理事業

介　護　保　険

後期高齢者医療

宅地造成事業

合　　　計

31.4
％

64.7
％

8.3
％

0.0
％

0.0
％

68.9
％

56.7
％

14.9
％

36.1
％

0.0
％

21.5
％

※０以下の数値は「－」で表しています。

④将来負担
　比　　率

123.5％

124.2％

132.2％

350.0％

13.5％

14.4％

13.8％

25.0％

35.0％

－

－

－

20.0％

30.0％

－

－

－

15.0％

20.0％

２４年度

２５年度

２６年度

　早期健全化

　財政再生

③実質公債
　費 比 率

②連結実質
　赤字比率

①実質赤字
　比　　率年　　度

基  

準

財

地方債残高

積立金残高

［標準財政規模と実質収支額］

区分
標準財政規模 実質収支額 実質収支比率

年度

２４年度

２５年度

２６年度

3,394,971

3,367,330

3,313,954

97,825

112,162

124,551

2.9

3.3

3.8

76億3,947万円

11億6,368万円

［特別会計］
地方債残高

積立金残高

40億2,742万円

1億3,603万円

［参考：一般会計の交付税措置］
おおよその交付税措置額

地方債残高における割合

43億2,354万円

56.6％

財政の計画性

［年度別財政諸指標の推移］

区　分 財政力指数
経常収支
比　　率

実質収支
比　　率

実質公債
費 比 率

２２年度

２３年度

２４年度

２５年度

２６年度

0.69

0.64

0.62

0.59

0.57

86.5

88.1

89.8

92.6

94.2

14.4

13.8

13.5

14.4

13.8

2.7

3.5

2.9

3.3

3.8

財政の主な指標

※合計額は、各会計切り捨て額の計
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本
年
度
は
、
町
内
在
住
の
５
人
の
高
齢
者

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、
９
月
16
日
に
田

嶋
町
長
が
巡
回
訪
問
し
、
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

池
田　

テ
イ
さ
ん

　
　

（
富
岡
、
大
正
４
年
10
月
７
日
）

　

西
村　

フ
ユ
ノ
さ
ん

　
　

（
富
岡
、
大
正
４
年
12
月
20
日
）

　

竹
本　

ス
ミ
ヱ
さ
ん

　
　

（
上
津
深
江
、
大
正
５
年
２
月
１
日
）

　

竹
間　

フ
ジ
ノ
さ
ん

　
　

（
上
津
深
江
、
大
正
４
年
12
月
24
日
）

　

田
尻　

光
俊
さ
ん

　
　

（
坂
瀬
川
、
大
正
４
年
11
月
８
日
）

　

熊
本
県
は
９
月
11
日
、
健
康
で
い
き
い
き

と
暮
ら
す
１
０
０
歳
前
後
の
お
年
寄
り
５
人

を
表
彰
。
苓
北
町
か
ら
田
尻
光
俊
さ
ん
（
＝

表
紙
写
真
）
が
選
ば
れ
、
熊
本
県
庁
で
行
わ

れ
た
表
彰
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

16
日
、
訪
問
先
の
自
宅
で
は
、
「
健
康
の

こ
と
が
テ
レ
ビ
で
あ
っ
て
い
る
と
今
で
も
記

録
し
て
い
る
。
自
転
車
で
温
泉（
麟
泉
の
湯
）

へ
行
く
」
と
、
健
康
の
秘
訣
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
心
身
と
も

に
健
康
で
長
寿
を
楽
し
み
、
自
分
ら
し
く
い

き
い
き
と
輝
い
て
い
る
高
齢
者
を
祝
福
し
ま

す
。

　

昭
和
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

（
77
歳
以
上
）
を
招
待
し
、
祝
福
す
る
本
年

度
の
苓
北
町
敬
老
会
を
、
10
月
14
日
に
志

岐
・
富
岡
地
区
で
、
15
日
に
坂
瀬
川
・
都

呂
々
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

招
待
さ
れ
た
の
は
男
性
５
０
２
人
、
女
性

１
，０
３
５
人
の
計
１
，５
３
７
人
（
前
年
比

15
人
減
）
で
す
。
こ
の
う
ち
米
寿
該
当
者
は

67
人
（
前
年
比
42
人
減
）、
新
規
該
当
者
は

１
０
７
人
（
前
年
比
10
人
減
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

会
で
は
、
米
寿
記
念
品
贈
呈
、
金
婚
夫
婦

表
彰
（
22
組
、
前
年
比
15
組
減
）、
永
年
勤

続
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
―
な
ど
の
各
種
表
彰
、

小
中
学
生
に
よ
る
敬
老
作
文
の
朗
読
や
、
保

育
園
児
や
各
種
団
体
の
演
芸
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
が
な
い

状
態
で
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

「
心
も
身
体
も
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
り
た
い
」

　

年
齢
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
願
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
担
当
課　

福
祉
保
健
課

広報れいほく ２０１５ 10月号

いきいき長寿いきいき長寿
敬老会敬老会

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
輝
く―

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
苓
北
町
い
き
い
き
長
寿
」
１
０
０
歳

町
内
在
住
５
人
を
表
彰

敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た

涙ぐむ池田テイさん

竹本スミヱさんを囲んで

作文を朗読する坂瀬川小３年の
桑野優海（くわのゆうか）さん（＝15日、坂瀬川）

金婚夫婦表彰を受ける山口俊太郎さん・
七美さん夫婦（＝14日、志岐）

竹間フジノさん、ご家族と一緒に

西
村
フ
ユ
ノ
さ
ん
（
苓
北
町
富
岡
）

大
正
４（
１
９
１
５
）年
12
月
20
日
生
ま
れ

に
し
む
ら

「
健
康
寿
命
」を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
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　平成２８年１月から、個人番号カードの交付が開始
されます。

　個人番号カードは、本人の申請により交付を受ける
ことができ、個人番号を証明する書類や本人確認の際
の公的な身分証明書として利用できます。
　交付は、無料です（初回のみ）。

［申請から交付まで］
Ｈ２７年１０月～１２月　 マイナンバー通知
　　　　　　　　　　「個人番号カード交付申請書」

を郵送

　　　　　　　　　　申請

Ｈ２８年１月～　　　 交付の準備ができたら、町から
通知します。

　　　　　　　　　　本人確認のうえ、役場窓口で交
付します。

［申請方法］
①郵送で申請
　通知カードに同封された交付申請書（広報れいほく
９月号に申請書みほん掲載）に必要事項を記入し
て、顔写真を貼り、返信用封筒で投函してください。
②スマホで申請
　交付申請書にあるＱＲコードを読み取り、案内に従
って必要事項を入力してください。顔写真の画像デ
ータを添付して送信してください。（インターネッ
トでの申請です。データ通信料が別途、発生しま
す）

　不明な点は、役場税務住民課へ問い合わせてくださ
い。
■問い合わせ先
　税務住民課住民班　☎○内１０５　○町３９－０００２
　マイナンバーコールセンター　☎０５７０－２０－０１７８
　（平日９：３０～２２：００　土日祝９：３０～１７：３０）

広報れいほく ２０１５ 10月号広報れいほく ２０１５ 10月号

★10㎞の部
　スタート 14：25
★ 4㎞（一般・ファミリー）の部
　スタート 14：20

ハーフの部コース図
スタート・ゴール地点
（苓北町農村運動広場）
往路（14.07㎞）
復路（7.0275㎞）
※コースは原則歩道（一部公道）

10㎞・4㎞の部コース図
スタート・ゴール地点
（苓北町農村運動広場）
10㎞コース
4㎞コース

サ

　
ン
　
セ
　
ッ
　
ト　ラ　

イ
　
ン

★エイド１
　約5㎞地点

★エイド２
　約10㎞地点

妙見の滝



★エイド３
　約15㎞地点

★折り返し地点（約１4㎞地点）
（国道389歩道終点）

高速船発着所

高速船発着所

志岐交番

はまゆう療育園
苓北タクシー

斉藤自動車

消防署苓北分署

青砥歯科医院

シープル

苓北ファーム

ヤマト運輸
苓北営業所



坂瀬川小学校

志岐小学校

都呂々小学校

富岡小学校

富岡小学校

苓北中学校

苓北中学校

苓洋高校
天草拓心高校マリン校舎

雲舟窯

天草漁協苓北支所

苓洋高校
天草拓心高校
マリン校舎

★ハーフの部スタート
　14：30

※コースは原則歩道（一部公道）

町

スタート･ゴール
JAれいほく
本所
臨時P 坂瀬川地区

総合グラウンド

苓北夕やけマラソン2015
　交通規制にご協力ください

　11月７日㈯、苓北町農村運動広場をスタート・ゴー
ルとして苓北夕やけマラソン２０１５を開催します。
大会中は、参加者の安全を確保するため交通規制を
行う場合がありますので、ご協力をお願いします。
　また、大会には今年も実業団チームの三菱重工と
旭化成からゲストランナーが参加し大会を盛り上げ
ます。
　たくさんのご声援をお願いします。
■スタート時間

種目

項目

スタート

ハーフ
（21.0975㎞） １０Ｋｍ ４Ｋｍ（一般・ファミリー）

１４：３０～ １４：２５～ １４：２０～

初回無料！
「個人番号カード」をつくりませんか。

個人番号カードのみほん

おもて

うら

○免許証と同じように使うことができます。
　（本人同意があればコピーもできます。）

○法律などで許可された個人番号が必要な事
務でのみ使うことができます。（レンタル
店などがマイナンバーを書き写したり、コ
ピーをとることは禁止されています。）

マイナンバー（社会保障・税番号）

まもなく、皆さんに通知カード
が届きます。（世帯ごと）

届いたら、なくさないよう大切
に保管しましょう！
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熊
本
県
で
は
、
平
成
27
年
度
の
優
良
自
主

防
災
組
織
と
し
て
県
内
の
10
団
体
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
都
呂
々
浜
区
防
災
会
（
作
田

和
夫
会
長
）
が
選
ば
れ
10
月
２
日
、
熊
本
県

庁
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
県
知
事
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

浜
区
防
災
会
は
、
地
域
で
の
火
災
を
き
っ

か
け
に
、
地
元
漁
師
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
、
区
役

員
―
な
ど
で
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
ろ
う
」
と
平
成
16
年
10
月
に
結
成
。

　

結
成
後
に
火
災
発
生
が
な
い
こ
と
や
、
海

難
事
故
発
生
時
の
捜
索
に
必
要
な
漁
船
の
協

力
体
制
の
構
築
、
年
末
警
戒
（
夜
警
）
活
動

―
な
ど
、
継
続
的
な
訓
練
活
動
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

海
難
を
想
定
し
た
訓
練
。

テ
ン
ト
を
張
っ
て
炊
き
出

し
を
行
い
、岸
壁
で
は
救
命

浮
環
を
使
っ
て
訓
練
し
た
。

―
自
主
防
災
の
良
い
と
こ

ろ
は
な
ん
で
す
か
。

　

作
田
さ
ん
は
ひ
と
言
、

「
区
民
皆
さ
ん
が
喜
ん
で

く
れ
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
年
末
警
戒
と

は
別
に
、独
自
で
区
内
の
夜

警
を
続
け
て
い
る
同
防
災

会
。区
民
に
与
え
る
安
心
感

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

10
月
１
日
現
在
、
町
内
の
自
主
防
災
組
織

は
33
組
織
（
37
行
政
区
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
近
所

や
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
で
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
た
め
」
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
検

討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

設
立
の
詳
し
い
方
法
は
、
役
場
総
務
課
へ

お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

熊
本
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

　

11
月
５
日
の
津
波
防
災
の
日
に
、
熊
本
シ

ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ど

こ
で
も
、
誰
に
で
も
！
手
軽
に
で
き
る
〝
地

震
の
〞
防
災
訓
練
に
家
庭
や
職
場
で
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

参
加
方
法
は
、
午
前
10
時
頃
に
緊
急
地
震

速
報
（
Ｊ

－

ア
ラ
ー
ト
）
を
受
信
後
、
防
災

行
政
無
線
で
自
動
放
送
し
ま
す
の
で
、
家
庭

や
職
場
で
左
図
の
３
つ
の
安
全
行
動
を
〝
そ

の
場
で
〞
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

担
当
／
田
尻　

☎
○内
２
０
８

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

▼
日
時　

11
月
８
日
（
日
）

▼
場
所　

都
呂
々
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

地
震
、
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、

救
助
訓
練
な
ど
。

※
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
が
、
火
災
と

間
違
え
な
い
よ
う
注
意
く
だ
さ
い
。

広報れいほく ２０１５ 10月号広報れいほく ２０１５ 10月号

自主防災会の現況

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

No 名　　称 結成年月日 世帯数 人　口 単　位

 西川内区防災会
 本郷区防災会
 的場区防災会
 下向区防災会
 上区自主防災会
 浦区防災会
 和田区防災会
 浜区防災会
 紺屋町区防災会
 鶴区防災会
 白木尾自主防災会
 城下区防災会
 馬場区防災会
川向区自主防災会
古里区防災会
三丁目区防災会
五丁目区防災会
一丁目区防災会
中通区防災会
明神山区防災会
中区防災会
木場地区防災会
二丁目区防災会
年柄区防災会
尾越区防災会
四丁目区防災会
小路区防災会
松原区防災会
平山区防災会
都呂々一区防災会
中尾区防災会
木場区防災会
浜之町区防災会

平成　９年　１月　４日
平成　９年　６月２６日
平成　９年　９月１４日
平成１０年　１月２５日
平成１５年　３月２９日
平成１５年　５月１２日
平成１５年　８月２９日
平成１６年１０月　１日
平成１７年１２月　７日
平成１８年　６月　１日
平成１８年　９月１０日
平成１９年　４月　１日
平成１９年１１月　４日
平成２０年１１月２３日
平成２１年　５月１３日
平成２４年　４月　１日
平成２５年　４月　１日
平成２５年　４月　１日
平成２５年　４月　１日
平成２５年　４月　１日
平成２５年　５月２０日
平成２５年　６月　１日
平成２５年　６月　９日
平成２５年　７月　１日
平成２５年　７月　１日
平成２５年　７月　１日
平成２６年　２月　１日
平成２６年　４月　１日
平成２６年　４月　１日
平成２６年　５月　１日
平成２６年　５月１８日
平成２７年　４月　１日
平成２７年　４月　１日

90
54
29
169
38
63
99
71
71
58
66
152
107
101
50
77
53
74
122
60
30
104
32
44
117
57
45
41
29
76
13
43
81

249
133
62
285
97
131
275
178
189
157
192
370
258
248
127
171
120
162
325
147
91
263
74
126
256
148
95
119
96
169
39
112
203

区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区

3行政区
区
区
区
区
区
区
区

3行政区
区
区
区

平成27年10月１日現在

防 災
自主防災組織

―

平
成
16
年
10
月
結
成

　

浜
区
防
災
会
が
熊
本
県
知
事
表
彰
を
受
賞
！

自
主
防
災
会
を
設
立
し
ま
せ
ん
か

浜
区
防
災
会
会
長
（
浜
区
長
）

作
田　

和
夫
さ
ん

さ
く　
だ　
　
　

か
ず　
お
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鯱
の
目
玉

　

平
成
８
年
度
の
富
岡
城
跡
調
査
で
、
本

丸
・
平
場
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
奇
蹟
的

に
、
目
玉
の
部
分
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
粘
土
瓦
製
で
、
長
さ
６
・
９
㎝
・
幅

８
・
４
㎝
・
厚
さ
２
・
５
㎝
の
大
き
さ
で
、

重
さ
１
４
５
ｇ
で
し
た
。
目
玉
の
周
囲
に

は
、
ま
つ
毛
も
く
っ
き
り
描
か
れ
て
い
ま

す
。
色
は
灰
黒
色
で
、
固
い
焼
き
上
が
り
で

し
た
。

「
本
丸
櫓
の
屋
根
に
、
鯱
が
載
っ
て
い
た
の

か
」
と
、
調
査
員
一
同
、
妙
に
感
動
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

富
岡
城
に
は
、
天
守
の
建
物
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
「
寺
沢
広
高
が
、
そ
れ
に
代
わ
る

建
物
の
北
櫓
と
西
櫓
に
鯱
を
載
せ
た
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
話
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の
目

玉
は
、
そ
の
後
、
平
成
17
年
度
に
外
観
復
元

さ
れ
た
北
櫓
で
、
長
い
間
、
展
示
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
月
29
日
に
開
館
し
た

二
の
丸
の
歴
史
資
料
館
に
移
さ
れ
た
の
で

す
。

　

し
か
し
、
「
こ
の
際
、
富
岡
城
の
シ
ン
ボ

ル
・
マ
ー
ク
だ
か
ら
、
何
と
か
し
た
い
」
と

の
機
運
が
関
係
者
の
中
で
高
ま
り
、
急
遽
、

目
玉
を
取
り
込
ん
だ
、
原
寸
大
の
鯱
の
復
元

模
型
を
製
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
実
物
の
四
分
の
一
の
模
型
が
途
中
ま
で

仕
上
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
上
手
く
い
け

ば
、
急
ぎ
、
原
寸
大
に
と
り
か
か
る
予
定
で

す
。
晩
秋
に
は
、
展
示
に
漕
ぎ
つ
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
言
う
訳
で
、
今
回
は
、
鯱
の
お
話
を

し
ま
す
。

　

鯱
は
、
頭
は
虎
、
胴
体
は
魚
、
尾
ひ
れ
は

上
を
向
き
、
背
中
に
幾
重
に
も
鋭
い
棘
を
持

つ
想
像
上
の
動
物
で
す
。
鯱
鉾
と
も
書
か
れ

ま
す
。
棟
の
両
端
に
載
せ
ら
れ
、
建
物
の
守

り
神
と
さ
れ
ま
し
た
。
火
事
の
際
に
は
、
口

か
ら
水
を
噴
出
し
て
火
を
消
す
と
の
伝
承
が

あ
り
ま
す
。

　

織
田
信
長
が
、
寺
院
堂
塔
内
の
厨
子
等
の

飾
り
を
安
土
城
天
守
の
装
飾
に
取
り
入
れ
た

の
が
、
は
じ
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
原
形
は
、

中
国
の
螭
吻
と
さ
れ
ま
す
。

〔
螭
吻
〕

　

中
国
の
故
事
で
、
遠
く
を
望
み
、
何
か
を

咥
え
る
こ
と
が
好
き
な
伝
説
上
の
猛
獣
で

す
。
そ
こ
で
、
屋
根
の
棟
の
隅
を
咥
え
、
さ

ら
に
動
か
な
い
よ
う
に
と
剣
で
突
き
刺
さ

れ
、
屋
根
に
固
定
さ
れ
ま
し
た
。
口
に
は
多

量
の
水
を
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

〔
鯱
の
造
り
〕

　

粘
土
瓦
製
と
木
製
が
あ
り
ま
す
。
粘
土
瓦

製
は
、
重
量
軽
減
や
乾
燥
時
の
ひ
び
割
れ
を

避
け
る
た
め
に
、
中
を
空
洞
に
し
て
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
非
常
に
割
れ
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
据
え
付
け
に
あ
た
っ
て
は
、
棟

か
ら
の
心
棒
に
突
き
刺
し
、
補
強
材
を
付
け

て
固
定
し
ま
す
。

　

木
製
は
、
木
を
組
み
合
わ
せ
て
、
あ
る
程

度
の
形
を
造
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
上
か

ら
、
防
水
の
た
め
、
外
側
に
銅
板
等
を
貼
り

付
け
て
、
細
工
な
ど
も
施
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
心
棒
に
差
し
込
み
、
補
強
材
を
付
け
て

固
定
し
ま
し
た
。

〔
金
色
の
鯱
〕

　

特
に
金
鯱
と
言
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
陶

器
製
の
鯱
瓦
に
漆
を
塗
り
、
金
箔
を
張
り
付

け
た
も
の
が
大
半
で
し
た
。
木
造
の
鯱
に
金

板
を
張
り
付
け
た
特
異
な
も
の
も
あ
り
、
現

在
の
名
古
屋
城
大
天
守
に
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

〔
名
古
屋
城
の
金
鯱
〕

　

慶
長
17
年
（
１
６
１
２
）
、
天
守
が
竣
工

し
ま
し
た
。
金
鯱
は
、
一
対
で
慶
長
大
判
１

９
４
０
枚
、
純
金
に
し
て
２
１
５
・
３
㎏
の

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
43
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

金
が
使
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
高
さ

２
・
７
４
ｍ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
金
の

鯱
は
、
藩
財
政
の
悪
化
に
よ
り
、
３
度
に
亘

り
、
金
板
の
改
鋳
が
行
わ
れ
、
金
の
純
度
を

下
げ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
最
後
に
は
、
光

沢
が
鈍
り
、
こ
れ
を
隠
す
た
め
に
金
網
が
張

ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
昭
和
20
年
、
名

古
屋
大
空
襲
で
焼
失
し
、
現
在
の
も
の
は
、

昭
和
34
年
の
復
元
で
す
。

　

有
名
な
盗
難
事
件
は
、
江
戸
時
代
、
大
凧

に
乗
っ
て
金
鯱
に
近
づ
こ
う
と
し
た
有
名
な

柿
木
金
助
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
明
治
以
降

で
は
４
回
発
生
し
て
、
い
ず
れ
も
犯
人
が
逮

捕
さ
れ
ま
し
た
。

〔
小
結
〕

　

寺
沢
広
高
は
、
意
図
的
に
唐
津
藩
の
方
向

に
天
守
代
わ
り
の
北
櫓
を
建
て
、
屋
根
に
鯱

ま
で
載
せ
ま
し
た
。
広
高
公
に
は
、
こ
の
よ

う
な
「
し
ゃ
れ
っ
気
」
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
資
料
館
の
復
元
鯱
を
、
是
非
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

と
げ

し
ゃ
ち
ほ
こ

ず　

し

き
ん
し
ゃ
ち

う
る
し

か
い
ち
ゅ
う

ち 

ふ
ん

く
わ

お
お
だ
こ

か
き
の
き
き
ん
す
け

し
ゃ
ち
ほ
こ

や
ぐ
ら

　秋も深まり日中も過ごしやすくなりました。お散歩
にも良い気候なので、子育て支援センターでも、施設
の回りを散策して楽しんでいます。
　ところで、今年は苓北町でも大雨や台風で大きな被
害がありました。そこで、私たちも9月に防災座談会
を開催して防災意識を高める試みをしてみました。そ
の時の会話の中から（ママ
たちのQ&A）として少し
紹介したいと思います。

Ｑ：防災グッズはどこで購入したら良いでしょう？

Ａ：苓北町ではホームセンターや大型店舗、物によっ
ては近くのお店にもあるのではないでしょうか。必
要最低限でと言っても、小さい子どもがいると大荷
物になりますね。それぞれのご家庭で必要なものは
違うので、家族で話し合うだけでも防災時の備えに
なるのでは。ということでした。また、防災グッズ
として、サランラップ（皿の汚れ防止、包帯代わ
り）マスク（病気の予防、悪臭対策）歯磨きグッズ
（病気の予防）などは役に立つようですよ。

■里芋コロッケの作り方
①里芋・じゃが芋は、それぞれ茹でて熱いうちにマッ
　シャーでつぶしておく。
②玉ねぎ、人参はみじん切りにする。
③油を熱し、合挽肉と②の野菜を炒め、塩こしょうで
　味付けをする。
④①が冷めないうちに③の野菜と肉を入れ、コーン缶
　も加えて混ぜ合わせる。
⑤１人分ずつ好みの大きさに形を作り、小麦粉・卵・
　パン粉の順に衣をつけ油で揚げる。

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」
　保育園・学校・行政が協働と連携を図り、苓北町の
将来を担う子どもたちの“食の応援団”になります。

 「食べ物や生産に関わる人に

　　　　　感謝して食べよう」

　里芋は、ぬめりと、ねっとりとした食感が特徴です
が、このぬめりには消化促進、潰瘍予防などの効果が
あると言われています。
　今回は、里芋の食感を活かしたコロッケを紹介しま
す。ちょっと一手間かけて、旬の味を是非ご家庭でも
作ってみてください。

里芋コロッケ
（１１月１０日の献立）
里芋コロッケ
（１１月１０日の献立）

11月の目標

ママたちのＱ＆Ａ苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

■材料名（子ども４人分）
里芋…………80ｇ  
じゃが芋……80ｇ  
合挽肉………60ｇ  
玉ねぎ………60ｇ  
人参…………20ｇ  

コーン缶……20ｇ  
塩こしょう…少々  
パン粉 　　適宜 
卵　　　　　 〃  
油　　　　　 〃  

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270

近くをお散歩

持参したお茶を自分たちで飲みます

役に立つ防災グッズ 笑顔が可愛いですね

復元模型製作中の鯱

富
岡
保
育
園
の
お
と
も
だ
ち
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まちのわだい｜TOWN TOPICS｜ まちのわだい｜TOWN TOPICS｜

―ＴＰＰ交渉で関税維持を要望

　水産業の振興に向けた実効性ある対策の確立を目指
し、２７３市町村で活動している「全国市町村水産業振
興対策協議会」が１０月１日、東京都内の全国町村会
館で理事会を開催しました。
　会では、任期満了に伴う役員の改選を行い、熊本県
苓北町の田嶋章二町長（６７）を会長に再任しました。
任期は１０月１日から２年間です。
　同協議会副会長には茨城県大洗町の小谷隆亮町長
（７６）と富山県入善町の笹島春人町長（６３）が選任さ
れました。理事会ではこのほか、東日本大震災復旧・
復興及び平成２８年度水産業振興と漁村地域活性化対
策等に関する要望を決定し、会議終了後、協議会役員
が佐藤一雄水産庁長官などに要請活動を行いました。
　要望書では、ＴＰＰ交渉で水産物の関税と漁業補助
金における政策決定権を維持することや、漁港の耐震
化など防災機能の強化に対する財政措置の充実などを
求めています。（全国市町村水産業振興対策協議会、
全国町村会）

全国市町村水産業振興対策協議会
会長に田嶋苓北町長を再任

　第２７回「天草西海岸秋の窯元めぐり」の開会式（天
草陶石研究開発推進協議会、木山勝彦会長）は１０月８
日に内田皿山焼で行われ、県の伝統工芸館や観光連盟
から関係者約５０人が出席しました。
　世界一の質と量を誇る天草陶石。
　木山会長は、「行政と協働しながら天草全体を産地
化してアピールしていきたい」とあいさつしました。
　熱につつまれた窯開きでは、多くの報道陣も取り囲
むなか、来年の干支である「申」の陶器も披露されま
した。

天草陶石研究開発推進協議会
世界一の質と量を誇る天草陶石

予選を１位でゴールする小山君

あいさつをする木山会長

　「第２回天草れいほく御利益巡り」は１０月１１日に
苓北町物産館を発着点として行われました。
　第１回（５月１６日～１７日）の好評を受け開催とな
った第２回。町内のパワースポット（富岡稲荷神社、
塞埜神社、おっぱい岩）をバスで巡ります。バス内や
各スポットではガイドの皆さんから丁寧な説明もあり
ます。
　物産館前では、おっぱいスイーツや町特産品などを
販売するマルシェ（フランス語で市場）もあり多くの
人で賑わいました。

天草れいほく御利益巡り実行委員会
町内のパワースポットを巡る

奇岩「おっぱい岩」を撫でる参加者

　天草郡市総合体育大会（中体連）の陸上競技は９月
１８日に本渡運動公園陸上競技場であり、苓北中学校
から選抜された選手らが出場しました。
　このうち、低学年４００リレーが１位（４８秒６）、２
年１００ｍで小山倖生君（１１秒９）、代表４００ｍで西田翼
君（５３秒６）が２位となり、１０月３日に県総合運動公
園陸上競技場で行われた県大会へ出場しました。
 県大会（県民総合運動公園陸上競技場）では、低学年
４００リレーが見事４位入賞。代表４００ｍで西田君が
６位に入りました。

中学校総合体育大会（陸上競技）
低学年４００リレーなどが県大会へ

　坂瀬川保育園の園児５０人は９月２４日に味千ラーメ
ン前駐車場で、交通安全の啓発チラシや手作りのお守
りなどを渡す「タッチ運動」を行いました。
　この運動は、秋の全国交通安全運動（９月２１日～３０
日）にあわせ、交通安全協会や苓北交番の皆さんと一
緒に、自動車やバイクの運転手に交通安全を呼びかけ
るものです。
　「交通安全お願いします」
　園児らの大きな声。日没が早くなる時期です。思い
やりをもって交通安全に心がけましょう。

秋の全国交通安全運動
保育園児がタッチ運動

　白木尾大神宮例祭と富岡神社例大祭は１０月１０日と
１１日に行われました。
　五穀豊穣、無病息災に感謝する秋のお祭り。
　白木尾神社には、区長さんをはじめ区民皆さんが集
まりお祓いを受けました。
　富岡神社の例大祭。秋風とともに流れる笛や太鼓の
音色の中、弓矢や鉄砲を背負った子どもたちを先頭
に、鳥毛やおみこしなどが続きました。
　秋を告げる太鼓踊りや獅子舞の奉納は、多くの沿道
の人を魅了しました。

１０月１０日～１１日
秋を告げるお祭り

手作りのお守りを渡す坂瀬川保育園園児

お祓いをうける白木尾区の皆さん 舞う獅子舞、響きわたる太鼓

行列の先頭を行く弓矢をもつ子ども

披露された来年の干支「申」の置物

報道陣が取り囲むなか話をする木山健太郎さん（内田皿山焼）
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まちのわだい｜TOWN TOPICS｜ まちのわだい｜TOWN TOPICS｜

優勝したモリタクラブの皆さん（写真提供＝ソフトボール協会）

　第４３回苓北町ナイターソフトボール大会は９月１４
日から２５日にかけてあり、町内から１２チームが参加
しました。
　優勝はモリタクラブ。第３４回大会（平成１８年）以
来９年振りの栄冠に輝きました。
　本大会は昭和４８年（第１回開催）から連続して行
われており、毎年、多くのソフトボール愛好者で熱戦
が繰り広げられています。
　大会結果　優　勝　モリタクラブ
　　　　　　準優勝　苓北医師会病院

苓北町ナイターソフトボール大会
モリタクラブが優勝！

　坂瀬川鶴地区の「十五夜大綱引き大会」は１０月４
日に同区公民館前広場であり、子どもからお年寄りま
でが参加し、手作りの大きな綱を引き合い盛り上がり
ました。
　巨大な綱は、綱ひき直前に参加者総出で編み上げら
れます。長さ２０ｍ超、直径３０㎝にもなろう綱を、子
ども対大人、女性対男性などに分かれて対戦しました。
　大会では、カラオケ大会や早食い早飲み競争、お楽
しみ抽選会などもあり、同地区の一大イベントとして
親しまれています。

十五夜大綱引き大会（鶴地区）
総出で編まれる巨大綱

総出で編まれていく綱 楽しいイベントも盛りだくさん

大人に負けじと、子どもたちも懸命に綱を引く

　第１０回苓北町・茂木町交流ソフトボール大会は９
月２７日に農村運動広場で行われ、苓北町と茂木町（長
崎市）からそれぞれの実年・シニアチームがソフトボ
ールで交流を図りました。
　苓北と茂木、１年交互で開催し１０年目を迎えた本
大会。中秋の名月だった２７日、開会行事では、童謡
「十五夜お月さん」を引き合いに「今年が最後。区切
りの年である」との話もありました…が、ソフトボー
ル後の交流会で盛り上がり、来年度以降も開催してい
くことになったようです。

苓北町・茂木町交流ソフトボール大会
１０年目の交流、気持ち新たに

計４試合の結果は苓北チームの３勝１敗

スポーツの秋です

運動会フォトリポート

９月２７日　　坂瀬川地区
　　　　　　都呂々地区
１０月４日　　志岐地区
　　　　　　富岡地区
１０月１１日　　苓洋祭
　　　　　　（体育部門）

①入場行進（坂瀬川） ②夫婦でパン食い（坂瀬川） ③子どもたちと老人会の玉入れ（都呂々） ④消防団リレー（都呂々）
⑤百足競走（城下区＝志岐） ⑥百足競走（中通区＝志岐） ⑦１００ｍ（富岡） ⑧園児のおどり（富岡） ⑨１００ｍ（苓洋祭）
⑩竹の棒をチームで取り合う（苓洋祭）

①

③

⑥

⑨

⑧

⑦

⑩

④ ⑤

②
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で
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し
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で
、
て
つ
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を
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き
ま
し
た
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す
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園
児
の
作
品

学
校
自
慢

小
学
生
の
作
品

国照寺保育園 椿 ぐみのおともだち この欄は、みなさんと一緒につくるページです。楽しい行事やご要望など、お気軽に広報係へ

苓北中学校　女子バレーボール部　

＝部員のみんなへ＝
今年誕生したバレー部ですが、元気いっぱいの皆さんと練習するのが毎日楽しみです。
＝部員のみんなへ＝
今年誕生したバレー部ですが、元気いっぱいの皆さんと練習するのが毎日楽しみです。

＝部の自慢＝
今年新しく誕生した
バレー部です。勝ち
だけを目指すのでは
なく、あいさつや礼
儀ができるチームを
目指します。

＝先生へ＝
おもしろくて熱心な
先生方で、みんな大
好きです。笑顔と感
謝を大事にして、み
んなで“顔晴”って
いきます。

＝部の自慢＝
今年新しく誕生した
バレー部です。勝ち
だけを目指すのでは
なく、あいさつや礼
儀ができるチームを
目指します。

＝先生へ＝
おもしろくて熱心な
先生方で、みんな大
好きです。笑顔と感
謝を大事にして、み
んなで“顔晴”って
いきます。

１年生　13人、２年生　２人　計15人
顧問　田中　喜一先生
　　　茅野　奈奈先生

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

総務課広報係
ＴＥＬ３５－１１１１
ＦＡＸ３５－２４５４

富
岡
小
学
校
１
年

か
じ
や
ま　

し
ず
く 

さ
ん

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
リ
ー
ス

一
緒
に
ク
ッ
キ
ン
グ

を
し
て
く
だ
さ
っ
た

食
改
さ
ん
た
ち
へ
、

お
礼
の
リ
ー
ス
を
作

り
ま
し
た
。

～１に家庭、２に勉強、３に部活動～で活動しています

『夢への挑戦』

2021

「てつぼうで、こうもりふりをしているわたし」



ユリ子さん16歳ユリ子さん16歳
県民体育祭で出番を待つユリ子さん
（＝県民総合運動公園、９月１３日）
県民体育祭で出番を待つユリ子さん
（＝県民総合運動公園、９月１３日）

知恵袋
おばあちゃん

の

　志岐（釜）の荒木家の5人兄弟の次女として生まれ育つ。
14歳の時、中国、大連で働く姉をたより、希望を胸に
海を渡った。大都会の大連での生活は、ユリ子さんにと
って、キラキラ輝くものばかりだった。2年を過ぎた
頃、二人の元に電報が届いた。「ハハ　キトク　スグ　
カヘレ」の文字が目に飛び込んできた。気が動転し、体
の奥の方から心臓の鼓動がコトッと鈍い音を立てた。や
っとの思いで大連を引き揚げ帰郷した時、母はすでに家
にはいなかった‥‥。母は畑でピンピンしていたのだ。
異国で暮らす二人の娘達を心配し、帰郷して欲しい一心
で母は電報を打った。こんなエピソードを面白く、おち
ゃめに語ったユリ子さんは、満91歳となった。先月
12、13日に開催された第70回県民体育祭の天草郡代表
選手（ゲートボール）に選ばれ、最高齢の現役選手とな
った。試合では、1ゲート近くでタッチして、2個場外
に出すなどユリ子さんは大活躍だった。郡内から男女2
チームが出場し、それぞれ2位と3位に入賞するという
快挙を成し遂げた。ユリ子さんは、毎年、県民体育祭の
選手に連続して選ばれ、今年で15回目の出場となっ
た。「来年も出場したいですか？」の問いに「元気しと
けば出ます」とユリ子さんは、力強く答えた。

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　ニンニクと生姜で炊いた魚の煮付けと、刺身が大好きです。
また、甘かもんが大好きです。

　　好みの男性のタイプは？
　おとなしくて、優しい人が好きです。うちんと(夫)は、せか
らしかったもんね。元気か時はよくケンカもしました。その
度に、「いつか、病気した時は、蹴って蹴いやってやる!!」
と思っていました。うちんとが62歳の時、脳梗塞で倒れ右
半身麻痺と言葉と視力を無くしました。しかし、リハビリの
おかげで、自力で立てるようになり、後には、散歩できるよ
うになりました。この間の16年半、私はつきっきりで介護
しました。「感謝しとる？」と聞くと深々と頭を下げてくれ
たことを思い出します。

　　もし生まれ変わったら？
　もうちょっと頭がよく生まれて、雑貨店の店員さんになりたい
です。

　　長生きの秘訣は？
　くよくよしない事です。私はなん言われても、気にかけずほ
がらかにしています。人から「小野さんは、なん言うても、
はいかかん(腹を立てない)もんね」と言われます。それだけ
が私の取柄です。
　私の一番の楽しみは、ゲートボールはもちろんですが、野菜
を作ったり、近所の友達が「お茶飲みけーね」とさそってく
れるので、4・5人集ってしゃべってくるのが楽しみです。

問問
ひ けつ

小 野 ユリ子さん

お の こ

（大正13年8月6日生まれ）満91歳　浜之町区在住

91歳!! 県民体育祭の現役選手です!!
No.175

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

　***ところ天作り歴40年!!
　ユリ子の『なるほど!
　　　ザ!てん草と、ところ天』***

　浜之町の海岸線には、浜時になると海草がたくさん打ち上
げられています。私もよくてん草を拾ってきたものでした。
てん草に水を加えて煮溶かし、こして冷やし固めたものが　
ところ天です。
　もともと、てん草は、あずき色の海草です。『真水で洗い
干す』この作業を繰り返し行うことでてん草は白色になりま
す。真夏ですと、１日3回、2日で白くなります。これを煮　
溶かしこして冷やし固めます。(てん草100ｇに対し水2升、
沸騰後、酢30ccを入れ弱火で50分)
 冷蔵庫で保存しますが、そのままの形よりも、ところ天つき
でついた方が長くもてるようです。2週間ほど大丈夫です。
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心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

　

認
知
症
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な

ど
が
あ
る
た
め
に
判
断
能
力
が
不
十
分
で
あ

り
、
日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る
人
へ
…
地
域

福
祉
権
利
擁
護
事
業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

例
え
ば
…

▼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
が
、

相
談
す
る
人
が
い
な
い
。

▼
年
金
や
生
活
保
護
費
な
ど
を
す
ぐ
に
使
い

切
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
公

共
料
金
や
家
賃
を
支
払
え
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。

▼
介
護
保
険
や
年
金
な
ど
の
通
知
や
そ
の
他

の
郵
便
物
が
来
て
も
、
内
容
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
ま
た
、手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
。

▼
物
忘
れ
な
ど
で
通
帳
な
ど
の
大
切
な
も
の

を
ど
こ
に
し
ま
っ
た
か
、
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
再
発
行
を
何
度
も

繰
り
返
し
て
い
る
。
自
分
で
保
管
し
て
お

く
の
が
心
配
で
あ
る
。

▼
訪
問
販
売
の
被
害
に
何
度
も
あ
っ
て
お

り
、
断
り
き
れ
な
い
。
そ
の
支
払
い
に
も

困
っ
て
い
る
。

　　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
お
困
り
の
人
に
対

し
て
、
生
活
支
援
員
が
ご
自
宅
な
ど
を
訪
問

し
て
相
談
に
応
じ
、
次
の
４
点
に
つ
い
て
援

助
し
ま
す
。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
、
や
め
た

り
す
る
こ
と

②
日
常
的
な
金
銭
管
理
（
金
融
機
関
で
の
手

続
き
、
お
金
の
お
届
け
な
ど
）

③
大
切
な
書
類
な
ど
の
お
預
か
り

④
定
期
的
な
訪
問
で
の
生
活
状
況
の
把
握

と
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
ご
本
人
と
の
「
契

約
」
に
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
責
任

を
持
っ
て
手
続
き
や
支
払
い
の
代
行
な
ど
を

行
い
ま
す
。

利
用
料

１
回
１
時
間
あ
た
り
９
０
０
円
（
以
後
、

30
分
毎
に
４
５
０
円
加
算
）
で
す
。

※
非
課
税
世
帯
は
無
料

　

法
律
事
務
所
の
弁
護
士
に
よ
る
「
無
料
法

律
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。

　

遺
産
相
続
、
離
婚
、
財
産
、
多
重
債
務
な

ど
、
法
律
に
関
す
る
こ
と
の
相
談
を
お
受
け

い
た
し
ま
す
。

　

相
談
に
つ
い
て
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、

相
談
料
は
無
料
で
す
。

▼
日　

時　

11
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場　

所　

苓
北
町
新
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　
　
（
苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

▼
相
談
料　

無
料

▼
相
談
担
当
弁
護
士

　

「
天
草
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
」

　

（
天
草
市
）

※
相
談
は
、
事
前
の
予
約
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
11
月
24
日

（
火
）ま
で
に
苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
相
談
時
間
に
は
制
限
（
１
件
に
つ
き
約
30

分
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
申
し
込
み

が
多
数
の
場
合
は
、
一
部
の
相
談
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
無
料
法
律
相
談
に
係
る
費
用
は
、
社
会
福

祉
議
会
が
負
担
し
て
い
ま
す
。）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
不
要
に
な
っ
た
福
祉

機
器
な
ど
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
な

人
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
リ
サ
イ
ク

ル
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

『
無
料
』
で
お
譲
り
し
ま
す
。

◎
ベ
ビ
ー
カ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
台

◎
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
…
…
…
…
…
…
１
台

▼
申
込
受
付
期
限

　

希
望
さ
れ
る
人
は
、
11
月
６
日（
金
）ま
で

に
苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
る
人
が
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

　

抽
選
は
、
11
月
９
日（
月
）午
前
9
時
に
、

苓
北
町
新
ふ
れ
あ
い
館
で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
苓
北
町
新
ふ
れ
あ
い
館
内
）　
　

　

☎
35
―
１
２
７
０

日
常
生
活
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

社
会
福
祉
協
議
会
が
日
常
生
活
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
！

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
！

福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー



 ☎35-1111　　FAX 35-2454

大
雨
災
害
義
援
金
の

受
け
付
け
を
は
じ
め
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社

後
期
高
齢
者
の
入
院
時
の

食
事
代
に
つ
い
て

福
祉
保
健
課

認
知
症
徘
徊
高
齢
者
声
か
け

模
擬
訓
練
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

苓
北
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ご
存
じ
で
す
か

災
害
被
災
に
よ
る
固
定
資
産
税
の

減
免

税
務
住
民
課

20
周
年
記
念「
関
東
ふ
る
さ
と

苓
北
会
総
会
・
こ
ん
親
会
」を

開
催
し
ま
す

企
画
政
策
課

家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

福
祉
保
健
課

開
催
し
ま
す
！
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
関
す
る
説
明
会

（
都
呂
々
地
区
）

天
草
広
域
本
部

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す

福
祉
保
健
課

肥
料
袋
な
ど
の
飛
散
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

苓
北
町
農
業
用
廃
プ
ラ
類
処
理
対
策
協
議
会

「
天
草
五
人
衆
サ
ミ
ッ
ト
」が

開
催
さ
れ
ま
す

天
草
文
化
協
会

使
用
期
限
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す

「
苓
北
わ
く
わ
く
商
品
券
」

苓
北
町
商
工
会

開
催
し
ま
す
！

お
金
の
悩
み
無
料
相
談
会

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

秋
季
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

苓
北
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

「
茂
木
地
区
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

長
崎
市
役
所
茂
木
支
所

INFORMATION

掲載希望は総務課広報係へ

お知らせ

町か
らの
お知らせ、くらしの情報

2425

　

大
雨
で
被
災
し
た
茨
城
県
、
栃
木
県
の
被

災
者
へ
の
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
義
援
金
名
称　

「
平
成
27
年　

台
風
第
18

号
等
大
雨
災
害
義
援
金
」

▼
受
付
期
限　

11
月
30
日（
月
）

　

受
付
口
な
ど
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

□問
福
祉
保
健
課　

担
当
／
坂
元

　

☎
○内
１
０
７　

○町
39
―
０
０
０
２

▼
日
時　

11
月
３
日（
火
・
祝
）　

９
：
30
〜

▼
場
所　

茂
木
支
所
前
フ
ェ
リ
ー
駐
車
場

▼
内
容　

び
わ
の
種
飛
ば
し
大
会
、
大
相
撲

境
川
部
屋
力
士
と
の
ふ
れ
あ
い
会

な
ど

□問
長
崎
市
役
所
茂
木
支
所

　

☎
０
９
５
―
８
３
６
―
０
４
０
０

▼
日
程
と
会
場

　

10
月
26
日　

一
区
集
会
所
（
萱
ノ
木
、
唐

干
田
、
小
松
）

　

10
月
27
日　

都
呂
々
公
民
館
（
浜
、
古
里
、

上
）

　

10
月
28
日　

木
場
集
会
所
（
松
野
、
中
村
、

涼
松
）

▼
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜

□問
土
木
管
理
課　

担
当
／
川
瀬

　

☎
○内
１
２
１　

○町
39
―
０
０
０
０

▼
日
時　

11
月
８
日（
日
）

▼
場
所　

天
草
宝
島
交
流
会
館
ポ
ル
ト

　

当
日
の
受
け
付
け
も
で
き
ま
す
が
、
で
き

る
だ
け
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
☎
０
９
６
―
３
８
３
―
０
９
９
９

▼
日　

時　

11
月
12
日（
木
）　

午
後
７
時

▼
場　

所　

苓
北
町
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料　

１
，５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

11
月
９
日（
月
）

□申
□問
事
務
局（
役
場
内
／
伊
藤
）
○内
１
１
１

児
童
虐
待
に
は
・
・
・

▼
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
な
ど
の
身
体
的
虐
待

▼
性
的
行
為
を
す
る
、
み
せ
る
性
的
虐
待
▼

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
ネ
グ

レ
ク
ト
▼
言
葉
の
脅
し
、
無
視
す
る
な
ど
の

心
理
的
虐
待
―
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と

・
虐
待
と
思
わ
れ
る
事
実
を
知
っ
た
と
き
は

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

・
虐
待
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
は
、
我
慢

し
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
親
代
わ
り

（
里
親
）
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
自
立
を
支

援
す
る
輪
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

「
虐
待
か
な
？
」

と
思
っ
た
ら
１
８
９
（
イ
チ
ハ
ヤ
ク
）

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
。

□問
福
祉
保
健
課　

担
当
／
坂
元

　

☎
○内
１
０
７　

○町
39
―
０
０
０
２

　

使
用
期
限
は
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

台
風
15
号
の
強
風
で
、
肥
料
袋
な
ど
が
飛

散
し
海
に
達
し
た
と
推
測
さ
れ
る
事
例
が
あ

り
、
中
に
は
そ
れ
ら
が
漁
船
の
ス
ク
リ
ュ
ー

に
絡
ま
る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
左

記
の
点
に
ご
注
意
の
上
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
適
正
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
肥
料
袋
や
被
覆
資
材
な
ど
の
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
使
用
後
速
や
か
に
回

収
し
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
管
の
際
は
、
強
風
な
ど
で
飛
散
し
な
い

よ
う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
管
後
は
、
廃
プ
ラ
類
の
収
集
日
に
も
れ

な
く
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

□問
事
務
局（
農
林
水
産
課
内
）田
中　

　

☎
○内
１
２
０　

○町
39
―
０
０
０
０

▼
期　

日　

12
月
５
日（
土
）　

午
後
１
時

▼
場　

所　

ホ
テ
ル
ア
レ
グ
リ
ア
ガ
ー
デ
ン

ズ
天
草　

ア
レ
グ
リ
ア
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
内　

容　

記
念
講
演「
天
草
興
亡
記
」仮
題

（
講
師
＝
示
車
右
甫
氏
）ほ
か

▼
申
込
期
限　

11
月
20
日（
金
）

□申
□問
０
９
０
―
４
７
７
９
―
４
０
４
０

　

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
は
、
定
め
ら
れ

た
費
用
（
標
準
負
担
額
）を
自
己
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
額
は
左
表
の
と

お
り
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

入
院
の
時
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
申
請
を
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

区
分
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
も
れ
が

無
い
よ
う
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
福
祉
保
健
課　

担
当
／
酒
井

　

☎
○内
１
４
３　

○町
39
―
０
０
０
２

▼
日　

時　

11
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　

９
：
30
〜
11
：
45

▼
場　

所　

志
岐
小
学
校
体
育
館

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

11
月
17
日（
火
）

　

地
域
で
の
見
守
り
と
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

□申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

□問
☎
35
―
１
２
８
９　

○町
35
―
１
２
６
９

　

土
地
、
家
屋
や
償
却
資
産
が
災
害
（
台

風
・
大
雨
な
ど
）
で
著
し
い
被
害
を
受
け
た

と
き
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
固
定
資
産
税
の

減
免
を
う
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

内
容
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
申
請

ま
た
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
税
務
住
民
課　

担
当
／
長
船
・
山
口

　

☎
○内
１
１
１　

○町
39
―
０
０
０
２

　

次
の
要
件
を
み
た
す
人
は
、
福
祉
保
健
課

ま
た
は
民
生
委
員
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
資
格　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
本

年
９
月
30
日
ま
で
の
間
、
苓
北
町
に
住

み
、
同
居
し
な
が
ら
要
介
護
者
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
人

　

①
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

人

　

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
種
１
級
所
持
者
で

寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
人

　

③
療
育
手
帳
Ａ
１
所
持
者

　

④
65
歳
以
上
の
人
で
認
知
症
な
ど
の
状
態

に
あ
る
人

※
要
介
護
３
以
上
と
認
定
さ
れ
た
人
（
認
定

が
な
い
人
は
担
当
者
が
調
査
に
訪
問
）

▼
申
出
期
限　

11
月
10
日（
火
）

▼
慰
労
金
支
給
額

　

14
万
円
（
一
世
帯
あ
た
り
年
額
）

　

医
療
機
関
へ
の
入
院
な
ど
、
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
福
祉
保
健
課　

担
当
／
浦
田

　

☎
○内
１
０
８　

○町
39
―
０
０
０
２

▼
日
時　

11
月
29
日（
日
）　

11
：
15
〜

▼
場
所　

東
海
大
学
校
友
会
館

　
　
　
　
（
千
代
田
区
霞
が
関
３
―
２
―
５
）

▼
会
費　

男
性
１
万
円　

女
性
８
千
円

　
　
　
　

夫
婦
１
万
５
千
円　

学
生
３
千
円

□問
事
務
局　

平
井
正
德

　

☎
０
４
４
―
９
５
５
３
―
３
４
８
３

　

pxs10220@
nifty.com

広報れいほく ２０１５ 10月号広報れいほく ２０１５ 10月号

区分Ⅰ…世帯全員が住民税非課税で、各所得が必要経費、控除額
　　　 （年金所得は控除額80万円で計算）を差引き０円の人
区分Ⅱ…世帯全員が住民税非課税（区分Ⅰ以外）

所得区分

現役なみ所得者

一般

区分Ⅱ

区分Ⅰ

標準負担額

２６０円

２６０円
２１０円
１６０円

１００円

過去12カ月で90日までの入院

過去12カ月で91日目からの入院
（長期入院の申請が必要）

□問…問い合わせ先　□申…申し込み先　○内…内線　○町…町内無料電話

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号 職　　　種 就業場所 年  齢人  数

3321351

3417051

3428551

3225351

3235551

3236451

苓北町
〃
〃

〃

〃

〃

不問
不問
不問

39歳以下

不問

不問

120,750～138,000

154,000～242,000

184,000～200,000

160,000～180,000

119,152～132,000

119,152～132,000

海藻加工・選別
建築土木作業員
土木技術者
下水処理場現場管理技術員

縫製（ボタン付け）

縫製（パーツアイロン）

医療事務
建築大工見習い
ケアワーカー（介護職）

当直係（夜間）
土木施工管理技士

3185051

3171451

3148451

3137351

3144051

苓北町
〃

〃
〃

〃

2人
2人
2人

1人

1人

1人

1人
1人

1人
1人

2人

25歳以下
不問

不問
18歳以上

不問

130,000～130,000

150,000～200,000

145,000～157,800

150,000～220,000

200,000～300,000

賃　金（単位:円） 求人番号

求  人  情  報求  人  情  報 【常用一般分抜粋】 10月１日現在



 契約医療機関名

猪口医院

苓北クリニック

天草慈恵病院

苓北医師会病院

天草中央総合病院

天草地域健診センター

電話番号

３７－０００１

３５－１１１９

３７－１７３０

３５－１１３３

２２－００７７

２４－４１６６

胃がん　　　肺がん　　大腸がん　　　 　　 子宮がん　 乳がん　　 　　　　　 前立腺がん

○☆

○☆

○☆

○☆

○＊

○＊

○＊

○＊

○

○

○

○

○★

★

○★

○★

○

○

○

○

○

○

○

○

「○」＝がん検診を行っています

「☆」＝胃がん胃ｶﾒﾗ検診を行っています

「★」＝乳房超音波検診を行っています

「＊」＝喀痰検査を行っています

《新生活運動の推進》

こせきの

まど　
こせきの

まど　
こせきの

まど　
「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

９月
受付分

休日当番医11月
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎35-1119
☎37-1111
☎35-1133
☎37-1111
☎35-1133
☎37-0001

慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
苓北クリニック
慈恵病院
医師会病院
慈恵病院
医師会病院
猪口医院

（内科）
（内・整・リハ・泌・小）

（内科）
（内・呼）
（外科）

（泌尿器科）
（内・整・リハ・泌・耳・小）

（内科）
（小・内）

※休日当番医は10月14日現在の予定です。本紙発行後に変
更になる場合があります。

11月１日
 ３日

　　８日

15日
    22日
23日
29日

（日）
（火・祝）
（日）

（日）
（日）
（月・祝）
（日）

2627 広報れいほく ２０１５ 10月号広報れいほく ２０１５ 10月号

　国民年金保険料は、税の申告をする際、納めた全額
が社会保険料控除の対象となります。（その年の１月
１日から12月31日までに納めた保険料が対象です。）
　国民年金保険料の社会保険料控除を受けるために
は、年末調整や確定申告を行う際に、領収証書か控除
証明書を添付することが義務付けられています。
　日本年金機構から下記のとおり送付されますので、
年末調整や確定申告まで大切に保管してください。

※控除証明書に載っていない10月以降の保険料は、領
収証書があれば合算して申告できます。

　ご家族の国民年金保険料を納めた場合も、納めたご

本人の社会保険料控除の申告に加えることができます
ので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申
告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」につい
てのご照会は、控除証明書のはがきに表示されている
番号にお問い合わせください。
□問　ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル
　　☎０５７０－０５８－５５５（ナビダイヤル）
　　本渡年金事務所　☎２４－２１１２

　過去５年以内に国民年金保険料の納め忘れがある人
は、申し込みにより、平成27年10月から平成30年９月
までの３年間に限り、国民年金保険料を納めることが
できます。年金制度が改正され、後納制度をご利用で
きる期間が過去10年から５年に変わりました。（過去
２年以内の未納分は、これまで通り後納制度を利用し
なくても納付可能です。）
　この機会にぜひ後納制度をご利用ください。

□問　国民年金保険料専用ダイヤル　
　　☎０５７０－０１１－０５０（ナビダイヤル）
　　本渡年金事務所　☎２４－２１１２

日本年金機構から国民年金の「社会保険料
控除証明書」が発行されます。

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

平成27年10月から後納制度が変わります！
～年金額アップ・年金の受給資格を
　　　　　　　　　　得られます～

がん検診に行きましょう！
「がん」は、日本人にとって国民病ともいえる存在です。

国民の２人に１人が「がん」になり、３人に１人が「がん」で亡くなっています。

「がん」は症状がでるころにはかなり進行していることが多く、

症状がでる前に見つけることが死亡率を減少させるポイントです。

早期発見して治療すれば予後も良く、元気に過ごすことができます。

あなた自身やあなたを必要とする人のためにも、「がん検診」を受診しましょう。

苓北町では、国民健康保険や後期高齢者医療加入の人と、社会保険加入で、

職場等で受ける機会のない人を対象に「がん検診」を実施しています。下の表に示す

契約医療機関に直接電話予約のうえ受診ください。なお、１２月中までには受診するようにしましょう。

対象者：子宮がん２０歳以上、前立腺がん５０歳以上、その他のがん検診は４０歳以上

10月は集中キャンペーン月間

送　　　付　　　時　　　期

本年１月１日から９月30日までの間に
納付された人

本年10月１日から12月31日までの間に
今年はじめて納付された人

11月上旬

来年２月上旬

■受付日時　毎日、午後７時～午前０時
■電話番号　♯8000番（ただし、ダイヤル回線、ＩＰ電

話、光電話からは☎０９６－３６４－９９９９）

子どもの急な病気の相談に応じます
天草保健所

●交通事故防止に努めましょう
　苓北町では９月末日現在、７件（前月比＋2）の交通
事故（負傷者９人）が発生しています（件数は本年１月
からの累計）。
　安全運転を心がけ、交通事故防止に努めましょう。

　町長交際費とは、
町長が円滑な行政運
営を図るために町を
代表して行う外部と
の交際に要する経費
です。クリーンな行
政運営を目指す苓北
町では、町長交際費
を毎月公表します。

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるも
　のへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加
　に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

金　額
（平成27年9月支出分）

区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
９月計

件数
０件
０件
１件
０件
１件
０件
１件
０件
３件

0円
0円

１０，０００円
0円

２０，０００円
0円

４，４００円
0円

３４，４００円

■問い合わせ先　総務課　☎○内２０７　○町35－1111

温泉プール

麟泉の湯
5日（木）・19日（木）

休館日のお知らせ休館日のお知らせ 1１月

毎週水曜日

　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者

四丁目　柗村　奏汰（かなた）
四丁目　柗村　栄汰（えいた）
年　柄　平井　海琴（みこと）
尾　越　稲尾　和真（かずま）
唐干田　成清　しづく
浜之町　岸田　悠希（ゆうき）

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢

四丁目　　三好トヨミ　　96歳
小　松　　松本　次榮　　77歳
三丁目　　後藤キミノ　　88歳
平　木　　錦戸　幸子　　90歳
釜の下　　坂口トモエ　　83歳
八　区　　吉村シヅヨ　　84歳
唐干田　　櫻井　和行　　86歳
城　下　　髙戸　　進　　88歳
和　田　　瀬形　武彦　　73歳
浜之町　　荒木　重義　　84歳
白木尾　　 松　義雄　　85歳
馬　場　　青砥　龍子　　70歳
西川内　　門口みつ子　　79歳

●社協寄付（９月受付分）
吉村　富穂さん　藤田スミ子さん
三好　重信さん　後藤　克宏さん
坂口　久人さん　瀬形　直器さん
荒木美紗子さん
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ27.9.16～Ｈ27.10.16）
井上冨美江さん（奈良県）濵田　洋子さん（大阪府）
溝上　智徳さん（大阪府）木村つぎえさん（大阪府）
髙山　保徳さん（大阪府）髙山　明美さん（福岡県）
井上　初美さん（兵庫県）平井正徳さん（神奈川県）

（敬称略）

優　作・由　衣
優　作・由　衣
友　規・安希子
将　臣・千　寿
俊　文・妙　惠
洋　明・美　鈴

●お悔やみ申し上げます （敬称略）
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